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都市とトイレ/第 29回全国トイレシンボジウム  <地域・教育・医療・防災> 

日本トイレ協会ニュース 
2013年 8月 10日発行   

 

日本トイレ協会会員各位 

                       日本トイレ協会      会長 高橋 志保彦 

                       全国トイレシンボジウム実行委員長 坂本 菜子 

 

連日の猛暑の中、皆様には、それぞれの分野で、地方で

ご活躍のことと拝察申し上げます。 

前回の協会ニュースでもご案内した通り、今年度は、新宿

区、工学院大学、新宿駅周辺防災対策協議会、日本トイレ

協会の４者の共催で、「いいトイレの日」である１１月１

０日に、第２９回全国トイレシンポジウムを開催いたしま

す。 

都市とトイレ／第 29回全国トイレシンポジウムという

タイトルのもと、『地域・教育・医療・防災』をテーマに、

それぞれのご専門の方々から、大変貴重なご講演をいただ

けることになりました。 

今年度は、新宿区との共催もあり、新宿駅周辺防災対策

協議会で開催する防災ウィークとの連携により、当シンポ

ジウムもその最終日に位置付けられております。それによ

り、企業展示につきましても、例年、シンポジウム開催当

日のみの展示で行っておりましたが、防災ウィークの開催

期間中、展示をさせていただけることになりました。こち

らも詳細は別紙となっておりますので、ご確認ください。 

また、日本トイレ協会会員の皆様の日ごろの研究、お取

り組みなどの発表の場として、プログラムの中で「プレゼ

ンテーションセッション」の時間を設けました。５組のみ

の限定となりますが、是非、この機会をご活用いただけれ

ばと思います。詳細につきましては別紙をご参照ください。 

それから、第２５回全国トイレシンポジウムより実施してまいりました『グッドトイレ選奨』につきましては、

今後は、日本トイレ協会の事業として取り扱っていく運びとなりました。現在、鋭意準備を進めておりますので、

こちらも奮ってご応募、ご参加いただけますと幸いです。 

例年にも増して、より充実した内容となっております。日曜日の開催となりますが、是非、当日、足をお運び

いただけると幸いです。 

 
                           <問い合わせ先>  

全国トイレシンポジウム実行委員会 
事務局：森田利香 

                                  E-mail sympo@toilet-kyoukai.jp 
                                                       Tel/Fax:03-5844-6123   

No.13-号外 
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第 29回全国トイレシンポジウム 企画 ＆ プログラム 

 

タイトル： 都市とトイレ／第 29回全国トイレシンポジウム 

テ ー マ： 『地域・教育・医療・防災』 

共  催： 新宿区、工学院大学、新宿駅周辺防災対策協議会、日本トイレ協会 

日  時： 2013年 11月 10日（日）   

受付：9;30  開演：10時  懇親会：18時～ 

会  場： 工学院大学 アーバンテックホール 【A-0312】 

企業展示： 2013年 11月 6日（水）～11月 10日（日） 

工学院大学 １F アトリウム 

グッドトイレ選奨： 

2013年 11月 10日（日） 10時～17時 

工学院大学 アーバンテックホール ロビー 

後  援： 一般社団法人日本建築学会、公益社団法人日本建築家協会、一般社団法人日本医療福祉設備協

会、一般社団法人日本医療福祉建築協会、公益社団法人国際観光施設協会、医療福祉環境エビ

デンス研究会、都市環境デザイン会議、一般社団法人日本福祉のまちづくり学会、ＮＰＯ給排

水設備研究会、一般財団法人自然公園財団、全国管工事業協同組合連合会（順不同） 

協  賛： TOTO株式会社、株式会社 LIXIL、一般社団法人日本衛生設備機器工業会 

参 加 費： 無料（ただし、概要集 1000円） 

事 務 局： 日本トイレ協会 全国トイレシムポジウム実行委員会 

 

《開催趣旨》 

21世紀末には人類は 90億人になり 70％が都市に住むようになるといわれます。現時点で 71億人。しか

し未だ 25億人がまともなトイレを使用しておりません。そして水にアクセスできない人が 9億人もおりま

す。 

わが国は、トイレ環境に関しては先進国ではありますが未だ多くの問題を抱えております。特に高齢者の

増加に伴い、身体が不自由になった方への支援、病院での対応、排泄の処理など、多くの難問を抱えており

ます。幼児や生徒たちが、排泄と健康やトイレに対する作法を学ぶことで生活態度も変わることも実証され

てきました。また、東日本大震災は都市における多くの弱点がさらされ、沢山の教訓を得ました。 

こうした社会背景を基に、「地域・教育・医療・防災」といった視点から、様々なテーマで、トイレシン

ポジウムを開催いたします。特に、今回のシンポジウムでは、教育、医療施設や公衆衛生、都心における帰

宅困難者の問題点などについて、日本トイレ協会として、前回、前々回の課題も含めて検討するシンポジウ

ムにいたします。 

そして、開催地である新宿区は、国内外を問わず、多くの若者・観光客の訪れる街です。その地域の特性

を活かし、トイレを通じて多角度から活発な意見交換ができることを期待します。 



3 

 

《プログラム》 

（敬称略） 

◆受付 

  9：30～ 

 

◆開会 

10：00～10：20 趣旨説明  第 29回全国トイレシンポジウム実行委員長 坂本 菜子 

主催者挨拶  新宿区区長室危機管理課長 松田 浩一 

       工学院大学 副学長   長澤 泰 

                日本トイレ協会 会長 高橋 志保彦         

 

◆シンポジウム【会場： 工学院大学（新宿区）アーバンテックホール（A-0312） 】 

10：20～11：40 基調講演  

         テーマ：「閉じられた小さな空間と日本」  

講 師：工学院大学 教授 藤森 照信  

          

11：50～12：30 基調報告  

         テーマ：「現場からみた看護師発信の病院のトイレ（仮）」 

         講 師：社会福祉法人 三井記念病院 看護部長 金子八重子 

 

12：30～12：50 グッドトイレ選奨 応募作品紹介 

 

12：50～14：00     休憩    ～グッドトイレ選奨 投票～ 

 

14：00～15：40 プレゼンテーションセッション 

日本トイレ協会会員によるプレゼンテーション ５組 

※募集要項は別紙ご参照ください。 

 

15：50～17：20 パネルディスカッション  

        テーマ：「新宿の『トイレ難民』対策について考える（仮）」 

        コーディネーター：工学院大学建築学部 准教授 村上 正浩  

        パネリスト：新宿区区長室危機管理課長 松田 浩一 

環境・防災コンサルタント 秦  好子  

              日本トイレ協会理事／㈱レンタルのニッケン 取締役 寅 太郎  

               

17：20～17：30 総括   

日本トイレ協会 副会長 鎌田 元康 
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◆企業展示 

会  場：工学院大学 １F アトリウム 

 展示期間：2013年 11月 6日（水）～11月 10日（日）終日 

 ※最終日は 17時まで 

※募集要項は別紙ご参照ください。 

 

◆グッドトイレ選奨 

会  場：工学院大学 3F アーバンテックホール ロビー 

展示期間：2013年 11月 10日（日） 10：00～17:00 

※募集要項は別紙ご参照ください。 

 

◆懇親会 

会  場：工学院大学 ７F 学生食堂 

 日  時：2013年 11月 10日（日） 18：00～19：30 

      ・グッドトイレ選奨 表彰式 

・協賛社への感謝状贈呈 他 

  会  費：3,000円 

  ※会場の都合により、定員を 70名とさせていただきます。懇親会ご参加希望の方は、シンポジウム実

行委員会事務局まで、メール（E-mail ：sympo@toilet-kyoukai.jp）でお申し込みください。定員に

なり次第、受付を終了いたしますので、予めご了承ください。 

 

 

【会場】  

   工学院大学 

新宿キャンパス 

    アーバンテックホール 

  

〒163-8677  

東京都新宿区 

西新宿 1丁目 24番 2号 
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